令和５年度

玉東町観光パンフレット作製業務事業

公募型プロポーザル実施要領

１　趣旨
玉東町では、交流人口の拡大を柱とした経済活性化によるまちづくりを目指している。このため従来のものよりも、より掲載情報を多様化させた新たな観光パンフレットを作成し、玉東町へ観光客の足が向かうように、栽培面積日本一のハニーローザ収穫体験、ミカン、梨、西瓜、苺など一年を通して色々と味わうことのできるフルーツやグルメ等の食を目的とした観光、近代日本の礎となった西南戦争遺跡をはじめとする歴史的な名所・旧跡・文化財等をめぐるフットパスなど、季節ごとの魅力や話題を発信することにより玉東町の認知度向上、交流人口及び定住人口の増加を図りたい。

つきましては、新しい玉東町観光パンフレットを作製するにあたり、業務の履行に最も適した委託事業者を公募型プロポーザル方式（以下「プロポーザル」という）により必要な事項を定める。
２　業務概要
(1) 業務名

令和５年度玉東町観光パンフレット作製業務事業

(2) 業務内容

別紙「令和５年度玉東町観光パンフレット作製業務事業委託仕様書」のとおり。
(3) 委託期間

　　　契約締結日から令和６年３月１５日まで

(4) 契約金額

　　　契約上限額は、３，０００，０００円（消費税及び地方消費税を含む）

　　以内とする。（契約上限額は、業務提案のために提示した額であり、契約金額ではない。）

３　参加資格

この提案公募の参加に当たっては、次に掲げる要件を満たしていることを条件とする。

(1) 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しないこと。

(2) 破産法（平成１６年法律第７５号）第１８条若しくは第１９条の規定による破産手続き開始の申立て、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定による更生手続き開始の申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定による再生手続き開始の申立てがなされていないこと。

(3) 申込みをしようとする法人及びその役員並びに個人が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）若しくは同条第２号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有し、若しくは社会的に非難される関係を有する者でないこと又はそれらの利益となる活動を行う団体でないこと。

(4) 本手続きへの参加の希望を表明する書類の提出の時点において、国税及び町県民税の滞納がないこと。

（5）本案件を遂行するために必要とされる専門的知識、提案能力及び類似辞令での豊富な経験を有する者を従事させることができること。

　　　　　　　　　　　　　　

４　公募から契約までの日程

プロポーザルの実施スケジュールは、次のとおりとする。
(1) 手続開始の公告日

令和５年４月１０日(月)

(2) 公募要領等の配布期限
令和５年４月１０日(月)～令和５年４月２５日(火) １７時まで
(3) 参加表明書類等の提出期限
令和５年４月２５日(火) １７時まで
(4) 公募に対する質問期限
　令和５年４月２５日(火) １７時まで
(5) 公募に対する質問回答日　　　
令和５年４月２８日(金）
(6) 企画提案書等の提出期限　　　
令和５年５月１９日(金) １７時まで
(7) 書類審査の結果通知及び参加要請書の送付　　　　　　
令和５年５月２４日(水)予定
(8) プレゼンテーション審査の実施
　令和５年５月３０日(火)予定
(9) プレゼンテーション審査の結果（選定又は非選定）通知　　　　　　
令和５年６月１日(木)予定
(10) 契約の締結　　　　　　　　
令和５年６月上旬　
５　提案公募書類の交付

書類は、玉東町公式ホームページからダウンロードすること。

(1) 玉東町観光パンフレット作製業務事業公募型プロポーザル実施要領

(2) 玉東町観光パンフレット作製業務事業委託仕様書

(3) 参加表明書（様式第１号）

(4) 会社概要書（様式第２号）

(5) 企画提案書表紙（様式第３号）
(6) 業務実施体制（様式第４号）

 （7）実施スケジュール（様式第５号）
（8）管理責任者略歴（様式第６号）
(9) 業務実績報告書（様式第７号）

(10) 見積書（様式任意）

(11) 質問書（様式第８号）
(12) 辞退届（様式第９号）
(13) 暴力団排除に関する誓約書（様式第１０号）

６　参加表明書類等の提出

プロポーザルへの参加意思確認のため、下記の書類を令和５年４月２５日(火)　 １７時までに各１部を持参又は郵送（提出期限内に必着のこと）により下記宛てに提出すること。なお、この書類の提出がなかった者については、このプロポーザルへの参加を認めない。

(1) 提出書類
①　参加表明書（様式第１号）

②　会社概要書（様式第２号）※パンフレット等でも可。
③　国税及び市町村税の滞納がないことが証明できるもの（滞納がない旨の証明書または納税証明書。写しで可。ただし、提出日前１か月以内に発行されたものに限る。）

（2）提出方法　持参または郵送により提出すること。
(3) 提出先　　玉東町産業振興課
〒869-0303　熊本県玉名郡玉東町大字木葉759番地
TEL　0968－85－3113
７　質問の受付及び回答

　　本実施要領に不明な点がある場合は、次の方法で提出すること。
(1) 提出書類　質問書（様式第８号）による。
（2）提出期限　令和５年４月２５日(火)１７時まで（必着）。

(3) 提出方法　質問箇所及び内容を分かりやすく記載し、電子メールにより提出すること。なお、他の方法による質問は一切受け付けない。
(4) 提出先　　玉東町産業振興課

E-mail　 sangyousinkou@town.gyokuto.lg.jp
(5) 質問に対する回答

質問に対する回答は、参加表明書を提出した全業者（参加資格要件を満たす）に電子メールアドレス宛により回答する。
(6) その他

期限までに提出されなかった質問に対しては回答できない。
８　辞退届の提出
　　参加申し込み後、プロポーザルへの参加を辞退する者は、辞退届を次の方法で提出すること。

(1) 提出書類　辞退届（様式第９号）による。
（2）提出期限　令和５年５月１９日(金)１７時まで（必着）。
(3) 提出方法　持参または郵送により提出すること。

(4) 提出先　　玉東町産業振興課

〒869-0303　熊本県玉名郡玉東町大字木葉759番地

９　企画提案書等の提出

(1) 企画提案書等提出書類

　① 企画提案書表紙（様式第３号）
　　 代表者印押印の上、企画提案書の鑑として提出すること。

　② 企画提案書（任意様式）
　　 仕様書に掲げる目的・業務内容を踏まえ、留意点に従い業務を遂行するための具体的な手法を記載すること。なお、本プロポーザルにおいては、最適な委託業者を選定するために必要な企画提案を求めるものであり、具体的な数値や根拠を求めるものではない。企画提案書の作成はＢ５縦版の印刷物とし提出すること。
　　※企画提案書の留意点
　　　ア　実施方針
パンフレット全体のコンセプト、全体の構成案、デザイン案（表紙や紙面がイメージできるもの）など具体的な提案を明記して提案すること。
　　　イ　業務実施体制（様式第４号）

　　　　　管理責任者を設置すること。
　　　　　当該業務に関わる主な関係者の役職、氏名、役割等を記載すること。
　　　ウ　実施スケジュール（様式第５号）
出来る限り詳細な作業工程を明らかにし、受注期間中の業務実施スケジュールを作成すること。　　　　
　　　　エ　管理責任者略歴
　　　　　　当該業務の管理責任者となる者の氏名、経歴、実績等を記載すること。
　　　　オ　業務実績報告書（様式第５号）

　　　　　　提出可能な実績のあるパンフレットがあれば添付すること。（２点まで）

    ③　見積書（様式任意）

　　　　会社名、代表者名を記載のうえ代表者印を押印することとし、一式のような記載ではなく積算明細を明確にすること。また、消費税を含むこと。
（2）提出期限　令和５年５月１９日(金) １７時まで（必着）。
（3）提出方法　持参または郵送により提出すること。

（4）提出先　　玉東町産業振興課

〒869-0303　熊本県玉名郡玉東町大字木葉759番地

（5）提出部数　
　　 提出書類①から③の順序で製本し提出すること。
　　 ・原本　１部（代表者印押印のもの）
　　 ・副本　５部（原本の写し）

１０　審査方法
(1) 書類審査

担当課において、応募者から提出された企画提案書等により参加資格要件を満たしているかの判定を行う。
合格した応募者に対し、プレゼンテーション審査への参加要請書（日時、会場等の通知）を送付する。プレゼンテーション審査の実施順番は、企画提案書の受付順とする。

(2) プレゼンテーション審査
書類審査で合格した応募者を対象に、別に定める本町内部のプロポーザル審査委員会において、企画提案書、見積書、プレゼンテーション及びヒアリングの内容について審査を行い、最優秀提案者を選定する。

なお、審査の詳細については、プロポーザル審査委員会で決定する。

(3) 審査方法

①　プレゼンテーションは３０分以内とする。
②　プレゼンテーション後に、企画提案書や見積書、プレゼンテーション内容等についてヒアリング（質疑）を１０分程度行うので対応すること。

③　ヒアリングでの発言については、企画提案書と同等の取り扱いとする。
④　プレゼンテーションは、企画提案書の項目内容について個々に提案すること。ただし、企画提案書の内容を逸脱しないこと。

⑤　プレゼンテーション出席者は、担当予定管理責任者を含め３名以内とする。

⑥　プロジェクター及びスクリーンについては事務局で行う。ＰＣ及び外部ネットワーク接続（インターネット）環境は確保しないので、必要に応じて各応募者で準備すること。

⑦　プレゼンテーション用の配布資料については、原則認めない。ただし、応募者が企画提案書の内容を詳細に説明する必要があると判断した場合はその配布を可能とするが、単に企画提案内容の不備による追加資料である場合は、審査の対象とならない。
(4) プレゼンテーション審査の評価項目等

　応募者の企画提案書、見積書及びプレゼンテーションに対して予定する評価項目及び評価の視点は次の表のとおりとする。

	区分
	評価項目
	評価基準

	企画提案内容
	コンセプト・的確性
	本業務を理解し、目的、コンセプト内容などについて的確に反映した提案になっているか。

	
	デザイン
	実際に行きたくなる要素を盛り込んで思わず手に取ってみたくなるデザインとなっているか。（写真、イラスト、文字の大きさなど）

	
	内容の充実度
	町の特性を踏まえ、イメージ向上・ＰＲにつながる提案となっているか。
新たな切り口の提示があるか。

	業務の実施体制
	業務目的を理解し、業務の執行について必要な専任スタッフ体制を確保しているか。

	業務実績
	企画提案内容を適正に執行するための同種、類似の業務を処理した実績を有しているか。

	見積価格
	価格について、適正な価格であるか。


１１　受託者の決定
(1) プレゼンテーション審査での評価の合計点が最も高い者を最優秀提案者
として選定する。ただし、評価の合計点が配点合計点の６割を満たさない
場合は欠格とする。

なお、合計点が最も高い者が２者以上いる場合には、見積金額の低い者
を最優秀提案者として選定する。

(2) 応募者の最終の選定又は非選定については、その旨を通知する。

(3) 選定した最優秀提案者は、受託候補者とする。

(4) 発注については、受託候補者と本業務の実施内容等について協議を行い
必要に応じ再度見積書の提出を求め、予定価格の範囲内で随意契約を締結
する。

(5) 受託候補者と協議が整わない場合は、次順位以降の候補者と協議を行う。

(6) 業務委託契約は、玉東町業務委託契約等に係る業者選定要領（平成２６年告示第７２号）、玉東町財務規則（昭和３９年規則第１号）その他の関係法令の規定に基づくものとする。

１２　その他
(1) このプロポーザルの応募に要する一切の費用は、応募者の負担とする。また、提出されたプロポーザル参加表明書等及び企画提案書（以下「書類等」という。）は返却しない。
(2) 審査結果に関する質問及び異議申立ては受け付けない。

(3) 提出された書類等は、このプロポーザル以外には使用しない。

(4) 提出された書類等は、公正性、透明性及び客観性を期すため、公表することがある。
１３　担当及び問い合わせ先
　　　〒869-0303　熊本県玉名郡玉東町大字木葉759
　　　玉東町産業振興課（担当：荒木・奥村）
　　　ＴＥＬ：0968-85-3113（直通）
　　　ＦＡＸ：0968-85-3116
　　　E-mail　 sangyousinkou@town.gyokuto.lg.jp
1

